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石
田　

純
郎　

著

『
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
蘭
学
医
書
の
形
成
』

ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
以
後
の
近
代
医
学
の
歴
史
に
お
い
て
、
一
八
世
紀
の

オ
ラ
ン
ダ
は
ひ
と
き
わ
光
彩
を
放
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
に
よ

り
も
た
ら
さ
れ
た
経
済
力
を
背
景
に
し
て
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
医
学
教

育
の
名
声
は
ひ
と
き
わ
高
か
っ
た
。
一
八
世
紀
初
頭
に
ブ
ー
ル
ハ
ー

フ
ェ
が
、
伝
統
的
な
体
液
理
論
に
決
別
し
た
医
学
教
科
書
を
書
き
、
臨

床
実
地
を
重
視
し
た
医
学
教
育
を
行
っ
て
い
た
。
鎖
国
下
の
我
が
国
に

も
た
ら
さ
れ
て
蘭
学
の
時
代
を
築
い
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な
輝
け
る
時

代
の
オ
ラ
ン
ダ
医
書
で
あ
っ
た
。

本
書
は
、
我
が
国
に
蘭
学
興
隆
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
最
重
要
の
オ

ラ
ン
ダ
医
書
、
ク
ル
ム
ス
の
『
解
剖
学
表
』、
ハ
イ
ス
テ
ル
の
『
外
科

学
』、
ゴ
ル
テ
ル
の
『
精
選
内
科
術
』、
お
よ
び
そ
の
背
景
と
な
る
ラ
イ

デ
ン
と
オ
ラ
ン
ダ
の
外
科
ギ
ル
ド
の
歴
史
を
、
著
者
の
石
田
純
郎
氏
が

数
次
に
わ
た
る
現
地
調
査
に
よ
っ
て
蒐
集
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
を
も
と

に
分
析
し
紹
介
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
ク
ル
ム
ス
に
関
す
る

部
分
は
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
に
二
〇
〇
一
年
と
二
〇
〇
二
年
に
掲
載

さ
れ
た
二
論
文
、
オ
ラ
ン
ダ
の
外
科
医
ギ
ル
ド
に
関
す
る
部
分
は
「
洋

学
」
に
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
に
か
け
て
掲
載
さ
れ
た
三
論

文
、
ハ
イ
ス
テ
ル
と
ゴ
ル
テ
ル
に
関
す
る
部
分
は
一
九
九
二
年
刊
の

『
緒
方
洪
庵
の
蘭
学
』
の
一
部
を
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
巻

末
に
は
、
ク
ル
ム
ス
の
日
誌
手
稿
か
ら
の
抜
粋
の
画
像
、
翻
刻
、
翻
訳
、

ラ
イ
デ
ン
の
外
科
医
ギ
ル
ド
規
約
の
抄
訳
、
な
ど
の
資
料
が
集
録
さ
れ

て
い
る
。

ク
ル
ム
ス
の
『
解
剖
学
表
』
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
我
が
国
の
蘭
学

の
嚆
矢
た
る
『
解
体
新
書
』
の
原
典
で
あ
る
。
し
か
し
ク
ル
ム
ス
自
身

は
医
学
者
と
し
て
と
く
に
著
名
な
人
物
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
語
圏
辺
境

の
グ
ダ
ン
ス
ク
の
ギ
ム
ナ
ジ
ウ
ム
教
授
で
あ
る
。
著
書
の
『
解
剖
学
表
』

が
各
国
語
に
訳
さ
れ
広
く
読
ま
れ
た
も
の
で
、
そ
の
来
歴
に
つ
い
て
不

明
な
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
『
解
剖
学
表
』
に
つ
い
て
も
、
ダ
ン
チ
ッ

ヒ
の
初
版
以
外
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
、
ア
ウ
グ

ス
ブ
ル
ク
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
な
ど
各
地
で
異
版
が
数
多
く
出
版
さ
れ

て
お
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
と
の
関
係
も
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
語
訳
者
の
デ
ィ
ク
テ
ン
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
研
究
は
、
こ
れ
ら
の
点
を
新
し
い
資
料
に
よ
り
解
明
し
た
、
貴
重

な
労
作
で
あ
る
。

医
学
の
歴
史
の
表
通
り
に
、
新
し
い
事
実
の
発
見
や
精
緻
な
理
論
の

展
開
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
人
を
癒
す
医
療
と
い
う
巨
大
な
氷
山

の
ほ
ん
の
一
角
で
し
か
な
く
、
文
献
に
現
れ
に
く
い
床
屋
外
科
医
や
産

婆
や
ク
ワ
ッ
ク
な
ど
、
多
才
な
医
療
者
が
多
く
の
人
々
の
求
め
に
応
え

て
き
た
こ
と
は
、
つ
と
に
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
石
田
氏
の
著
作
で
は
、

我
が
国
の
蘭
学
の
源
流
と
い
う
い
わ
ば
表
通
り
か
ら
入
り
込
ん
で
、
そ

の
背
景
に
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
外
科
医
ギ
ル
ド
に
ま
で
考
究
が
進

め
ら
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
。
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本
書
は
、
著
者
の
三
〇
年
余
の
研
究
の
総
ま
と
め
と
し
て
編
ま
れ
た

も
の
だ
と
い
う
。
長
年
に
わ
た
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
調
査
と
研
究
の

成
果
が
、
こ
の
充
実
し
た
一
冊
と
し
て
結
実
し
た
こ
と
を
大
い
に
喜
び

た
い
。

（
坂
井　

建
雄
）

〔
思
文
閣
出
版
、
京
都
市
左
京
区
田
中
関
田
町
二―

七
、
二
〇
〇
七
年

二
月
、
Ａ
五
判
、
三
二
六
頁
、
六
八
〇
〇
円
（
税
別
）〕

看
護
史
研
究
会　

編

平
野
重
誠
原
著
『
病
家
須
知
』
翻
刻
訳
注
篇
〈
上
・
下
〉
研
究
資
料
篇

江
戸
時
代
後
期
の
開
業
医
平
野
重
じ
ゅ
う

誠せ
い

（
革か
く
け
い谿
）（
一
七
九
〇―

一
八

六
七
）
の
著
作
『
病

び
ょ
う

家か

須す

知ち

』
八
巻
（
一
八
三
二―

三
四
）
が
三
冊
に

分
け
て
出
版
さ
れ
た
。
古
文
に
な
じ
ま
な
い
読
者
に
は
、
ま
こ
と
に
親

切
で
、
適
切
な
書
物
で
あ
る
と
い
う
の
が
私
の
第
一
印
象
で
あ
っ
た
。

看
護
史
研
究
会
の
平
尾
真
智
子
氏
所
蔵
本
を
底
本
と
し
て
、
こ
れ
を

翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
際
旧
漢
字
、
俗
字
、
古
字
、
異
体
字

等
は
現
行
字
体
に
、
変
体
仮
名
も
平
仮
名
に
改
め
ら
れ
て
い
る
の
で
読

み
や
す
い
。
本
文
の
下
の
欄
に
は
現
代
語
訳
を
掲
げ
、
こ
れ
は
原
文
に

忠
実
と
い
う
よ
り
は
、
内
容
の
理
解
を
意
図
し
た
も
の
で
、
さ
ら
に
頭

注
を
付
し
て
用
語
や
背
景
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
に
膨
大

な
研
究
資
料
篇
の
一
冊
を
作
り
、
原
著
者
や
各
巻
に
つ
い
て
行
き
届
い

た
解
説
が
行
わ
れ
、
索
引
も
テ
ー
マ
別
に
六
種
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

全
体
の
監
修
者
は
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
の
小
曽
戸
洋

教
授
で
あ
り
、
現
代
語
訳
者
は
東
洋
医
学
に
造
詣
の
深
い
、
松
相
堂
医

院
の
中
村
篤
彦
院
長
で
、
本
書
の
信
頼
性
を
高
め
て
い
る
。

看
護
史
研
究
会
の
坂
本
玄
子
代
表
の
序
文
に
よ
る
と
、
同
研
究
会
は

『
病
家
須
知
』
を
江
戸
末
期
の
看
護
書
と
し
て
取
り
上
げ
、
こ
の
本
か

ら
現
代
の
看
護
者
が
学
ぶ
点
を
見
出
そ
う
と
考
え
、
幾
多
の
困
難
を
の

り
こ
え
、
漸
く
出
版
に
至
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
全
く
看
護
史
研
究
会

の
方
々
の
熱
意
と
努
力
の
結
晶
で
あ
る
。

さ
て
「
病
家
須
知
」
と
は
「
病
人
の
あ
る
家
で
ぜ
ひ
知
っ
て
お
く
べ

き
事
柄
」
を
意
味
す
る
が
、
原
著
者
は
こ
れ
を
八
巻
の
構
成
に
し
て
、

巻
一―

四
を
前
篇
（
天
保
三
年
出
版
）
に
収
め
、
こ
れ
に
『
病
家
こ
こ

ろ
え
ぐ
さ
（
意
得
草
、
心
得
草
）』
の
別
名
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
巻

五―

八
を
後
篇
（
天
保
五
年
出
版
）
に
収
め
、
こ
れ
に
は
前
篇
に
対
し

某
宮
家
か
ら
賞
賛
と
『
こ
と
ぶ
き
草
』
と
い
う
書
名
を
賜
っ
た
こ
と
を

受
け
て
、
各
巻
に
『
こ
と
ぶ
き
艸
（
草
）』
の
別
名
を
与
え
て
い
る
。

し
か
し
本
来
の
『
病
家
須
知
』
は
巻
五―

六
ま
で
で
、
巻
七―

八
は
も

と
『
坐
婆
必
研
』
の
書
名
で
別
に
出
版
す
る
積
り
の
と
こ
ろ
、
産
婆
や

妊
婦
の
読
者
の
都
合
を
考
え
て
合
刻
の
形
で
刊
行
し
た
と
述
べ
て
い

る
。『
坐
婆
必
研
』
は
「
産
婆
必
携
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
原

名
或
は
別
名
と
し
て
『
と
り
あ
げ
ば
ば
心
得
草
（
坐
婆
心
得
草
）』
を

本
名
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
題
の
複
雑
さ
は
、
後
篇
が
二
年
遅

れ
て
出
版
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
間
に
お
け
る
重
誠
の
心
積
り
の
変
化
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。


